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Ⅰ 「指導と評価の年間計画」及び「評価規準と単元計画」の作成の手引き                  
１ 「指導と評価の年間計画」について 

これは、次の２の「評価規準と単元計画」の全単元について、その概要を記述したもの

である。生徒の学習活動に対するより適正な評価、及び生徒の学習の改善に生かされる評

価（指導と評価の一体化）の実現を目指して作成する。これまで作られてきた指導計画は、

多くの場合、学習内容（指導内容）を単に１年間の授業時間数に対して配分しただけに留

まっていたが、この「指導と評価の年間計画」では各授業ごとの学習活動のポイント、観

点別の評価のポイント、評価方法、評価規準も含めて記述する。 

２ 「評価規準と単元計画」について 

学習指導要領に基づく「評価規準と単元計画」は、言い換えれば、評価規準を盛り込ん

だ「単元ごとの指導と評価の計画」である。次の内容構成で作成する。 

○科目全体の「目標」「評価の観点の趣旨」を示す。 

・科目全体の目標…学習指導要領に示す当該科目の目標 

 ・科目全体の評価の観点及びその趣旨 

…「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料」参照 

○内容のまとまりごとの「目標」「評価規準」…内容のまとまりごとに４観点別に示し

た目標、評価規準 

   ・内容のまとまりごとの目標  …学習指導要領の「内容」の(1)(2) …の大項目ごと

の目標を記す。 

  ・内容のまとまりごとの評価規準…内容のまとまりごとに４観点別に示した評価規

準を記す。「評価規準の作成、評価方法等の工夫

改善のための参考資料」参照 

※「内容のまとまり」とは、ほとんどの教科書の「章」に該当するものであるが、

学習指導要領に示された内容に基づいており、使用する教科書等に基づく「章」

とは必ずしも一致しない場合がある。 

◎単元ごとの「目標」「評価規準」を示す。 

・単元ごとの目標  …実際の使用教科書等に基づいた授業の進度に沿って単元

ごとに示した目標。学習指導要領の項目ごとのねらいを

基に記載する。 

    ・単元ごとの評価規準…単元ごとに４観点別に示した評価規準。「内容のまとまり

ごとの評価規準」を単元の内容に即して具体化したもの。 

◎各授業時間ごとの具体の評価規準と方法 

・各授業ごとに単元ごとの評価規準に基づく具体的な評価規準とその方法を示し

たもの 

・本時の目標…上記の「指導と評価の年間計画」及び科目全体の「目標」「評価の 

観点の趣旨」、内容のまとまりごとの「目標」「評価規準」を反映 

したものでなければならない。 

・評価規準 …「目標」を具体化したものであり、目標が生徒の学習状況として 

実現された状況を具体的に想定して示す。 

・評価方法 …評価方法については、各学校で各教科・科目の学習活動の特質、 

評価の観点や評価規準、評価の場面や生徒の発達の段階に応じて 

観察、生徒との対話、ノート、ワークシート、学習カード、作品、 

レポート、ペーパーテスト、質問紙、面接などの様々な評価方法 

の中から、その場面における生徒の学習状況を的確に評価できる 

方法を選択していく。 

 

 



単元ごとの指導と評価の計画＜例＞ 

□単元名：○○○○ 

 

□単元の目標 

 

□各授業時間ごとの指導と評価の計画（例） 

主な学習内

容 
ねらい 

学習活

動 

時

間 

学習活動における具体の評価規準 

評価方法等 関心・意欲

・態度 

思考・判断

・表現 

技能 知識・理解 

・学習内容

の主な項

目を記載 

 

       ・評価の具

体的な方

法及び指

導のポイ

ントを記

載 

 

 

 

○○○○○ 



Ⅱ　指導と評価の年間計画（生活産業基礎）　＜例＞

月 単元名 時 評価方法 ○

第１章 1 「生活産業基礎」を学ぶ目的 1 ・ 生活産業基礎を学ぶ目的を理解している。 ワークシート ○ ○

2 「生活産業」とは 1 ・ 自己課題解決学習としての意味を理解している。 ワークシート ○ ○

3 1 ・ 地域の生活産業に従事する人々の資質・職業観について関心をもっている。 ワークシート ○ ○

1 ・ 生活産業に関連する職業について関心をもち、家庭科の専門科目との関連性
について理解している。

○ ○

4 ・ 生活産業に関わるスペシャリストに関心をもち、自己実現の過程について考
えている。

ワークシート ○ ○

・ 職業を通して喜びや楽しみ、生きがいについて考える。 ○ ○

1 生活と産業とのかかわり 1 ・ 生活を支える産業の意義や役割について理解を深めている。 ワークシート ○ ○ ○

1 ・ 生活と産業の関わりについて身近な生活の中から興味をもっている。

2 社会の変化とライフスタイルの変化 1 ・ 経済の発展に伴う家庭生活全般の変化について理解し、ライフスタイルとの
関連について関心をもっている。

ワークシート ○ ○

1 ・ 豊かさが生活に関する価値観の多様化をもチラシ、ライフスタイルを多様化
させている現状について理解している。

行動観察 ○ ○

1 ・ これからの社会の変化に対応したライフスタイルについて興味をもち、生活
に関する職業への関心を深めている。

○ ○ ○ ○

1 ・ 女性の社会進出により家庭生活にも変化が見られ、課題があることに気づ
き、職業との両立について考えている。

○ ○ ○ ○

1 ・ 国際社会の中で果たす日本の役割について考えている。

1 ・ 産業の発展に伴う産業構造の変化と親展について理解している。

3 産業構造の変化と生活産業の発展 1 ・ 産業構造の変化によるサービス化、ソフト化が進む産業界の現状について関
心をもっている。

行動観察 ○ ○ ○

1 ・ 生活産業の発展がもたらすこれらの関連産業の意義と現状について、理解し
ている。

1
食生活関連分野の産業と職業 ・ 消費者ニーズや消費行動に対応した商品開発、メニュー開発、調理の方式、

販売やサービスの方法などについて関心をもっている。
調査記録
体験レポート

○ ○ ○ ○

食生活の変化と生活産業のかかわり ・ 食生活に関する資格・職業について興味・関心をもっている。 ワークシート ○ ○ ○

食生活関連産業の職業と資格 ○ ○

2 衣食生活関連分野の産業と職業 ・ アパレル産業やファッション小売産業について意義と役割を理解している。 行動観察 ○ ○ ○

衣生活の変化と生活産業のかかわり ・ 衣生活に関する資格・職業について興味・関心をもっている。 ワークシート ○ ○ ○

衣生活関連産業の職業と資格 ○ ○ ○ ○

3 住食生活関連分野の産業と職業 45 ・ 住居屋インテリアに関わる産業について意義と役割を理解している。 ワークシート ○ ○ ○ ○

住生活の変化と生活産業のかかわり ・ 住生活に関する資格・職業について興味・関心をもっている。 行動観察 ○ ○

住生活関連産業の職業と資格 ○ ○

4 ヒューマンサービス関連分野の産業
と職業

・ ヒューマンサービス関連分野に対する需要の高まりを理解させ意義と役割を
考えている。

ワークシート ○ ○

社会の変化とヒューマンサービス ・ ヒューマンサービスに関する資格・職業について興味・関心をもっている。 課題提出 ○ ○ ○

ヒューマンサービス関連産業の職業
と資格

1 ・ 職業の選択が将来のスペシャリストとしての自己実現につながることを理解
し、職業に必要な資質や能力を理解している。

行動観察 ○ ○ ○

1 ・ 職業資格の市議について理解している。 ワークシート ○ ○ ○ ○

1 ・ 男女共同参画社会における生き方には、家族の協力が必要であることについ
て理解している。

○ ○

1 ・ 卒業生の活躍や体験談などについて理解を深めている。 ○ ○ ○

2 ・ 社会人講師の講話 ○ ○ ○

1 ・ 将来のスペシャリストを目指した学習プラン作成のための、進路計画の立案
につて知識・理解を深めている。 ワークシート

○ ○ ○

1 ・ 自己実現に合わせた専門科目の学習への興味・関心を深化し、主体的に学習
する実践的態度を身に付けている。 行動観察

○ ○ ○

2 ・ 自己課題について考え、課題を明確にさせ、スペシャリストを目指して「高
校生活の目標」を立てることができる。

○ ○

合計時間数 70

第４章
職業生活と自己実
現

１
月

1 職業生活と生きがい

技
能

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断
・
表
現

科目名：生活産業基礎　学科：○○科

　衣食住、保育、家庭看護や介護などのヒューマンサービスに関わる生活産業が、消費者の多様なニーズにこたえて商品やサービスの提供
を行うことによって、人々の生活を支え豊かにしていることを認識させるとともに、生活産業や関連する職業に必要な知識と技術を進んで
習得し、職業人として活用しようとする意欲と態度を育てることを目標としている。

将来の生活と学業2

1

２
・
３
月

７
・
８
・
９
・
10
・
11
・
12
月

第２章
社会の変化と生活
産業

４
月

第３章
生活産業と職業

岐阜県立　○○　高等学校

使用教科書項目

目　　　標
【学習指導要領】

　衣食住、ヒューマンサービスなどに関する生活産業や関連する職業への関心を高め、必要な知識と技術を進んで習得し、活用する意欲と
態度を育てる。

関
心
・
意
欲
・
態
度

到達目標に向けての具
体的な取り組み
【評価規準を念頭に置
いた指導の上の留意
点】

主な学習活動（指導内容）と評価のポイント

５
・
６
月

「生活産業基礎」
を学ぶに当たって 「生活産業」で働く人にもとめられ

ること

「生活産業」のスペシャリストヘの
道



Ⅲ 単元ごとの指導と評価の計画 

□単元名 第２章 社会の変化と生活産業    

（１）生活と産業のかかわり（２）社会の変化とライフスタイルの変化（３）産業構造の変化と生活産業の発展 

□単元の目標 

 

 

 

□各授業時間ごとの指導と評価の計画 

主な学習内容 ねらい 学習活動 時間 
学習活動における具体の評価規準 

評価方法等 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

第１ 

生活と産業のかかわり 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの生活を支えている産

業が生活に密着したものであ

り、社会の状況や人々のニーズ

によって変化していることを知

らせるとともに、その変化を的

確にとらえる必要性があること

を理解させる。 

・産業を分類し、私たちの生

活と、どのように関わってい

るかを考える。 

１ 

   ①産業が３つに分類

されることを確認

し、人々のニーズ

により新しい産業

が創出されている

ことを理解してい

る。 

・ワークシート 

・行動観察 

・ペーパーテスト 

１ 

①生活と産業の関

わりについて自

分の生活と照ら

し合わせながら

関心をもって取

り組んでいる。 

①生活産業が人々の

生活の変化により、

影響を受けやすい

ことを考えている。 

  ・ワークシート 

・行動観察 

 

 

第２ 

社会の変化とライフス 

タイルの変化 

 

経済の発展に伴う社会の変化

と、それに伴うライフスタイル

の変化を知らせ、豊かになった

人々の多様な価値観やニーズの

変化を理解させる。 

社会の変化とライフスタイルの

変化について年表をつくる。 
 

１ 

   ②終戦から今日まで

の社会の変化と経

済の変化について

理解している。 

・ワークシート 

・行動観察 

・ペーパーテスト 

少子高齢化などの人々のライ

フスタイルの変化を知らせ、

人々が産業に求めるニーズがど

のように変化したかを理解させ

る。 

 

少子化の原因と今後発展する産

業を考える。 

人々が産業に求めるものはどの

ように変化したか考える。 
１ 

 ②少子高齢化が進ん

でいる原因も考慮

しながら、人々が産

業に求めるものが

どのように変化し

たかを考えている。 

  ・ワークシート 

・行動観察 

 

経済や科学技術等の発展に伴う産業構造の変化を理解させ、そのうえで、社会の変化に伴う人々の価値観やライフスタイルの多様化、人々のニーズにこたえた生活産業

の発展について理解させ、人々の生活を支え、心の豊かさをも散らす生活産業の意義を認識させる。 



豊さが生活に関する価値観の

多様化をもたらし、ライフスタ

イルを多様化させている現状に

に興味をもち、生活に関する職

業への関心を深める。 

豊かさが生活に関する価値観の

多様化をもたらし、ライフスタ

イルを多様化させている現状に

ついて理解する。 

１ 

 ③これからのライフ

スタイルに必要と

される生活産業の

ニーズについて考

えている。 

  ・ワークシート 

・行動観察 

 

女性の社会進出と男女共同参画

社会により家庭生活にも変化が

見られ、生活産業に直接結び付

いていることを知らせるととも

に、家庭生活を支える様々な生

活産業が発展していることに気

付かせる。 

女性の社会進出により家庭生活

にも変化が見られ、課題がある

ことに気付き、職業との両立に

ついて考える。 １ 

  ①家庭生活を支える

様々な生活産業が

発展している状況

を調べることがで

きる。 

 ・ワークシート 

・行動観察 

 

科学技術の進展が生活産業に直

接結び付いていることを知らせ

るとともに、科学技術に関する

正確な知識を持ち、活用するこ

との大切さを知らせる。 

科学技術の進展が生活産業に影

響を及ぼし、どのような商品と

なっているかを考える。さらに

私たちの家庭生活への影響と課

題を考える。 

１ 

②科学技術の進展

により生み出さ

れたものを知り、

今後出てくる商

品について関心

をもっている。 

 ②科学技術の進展に

より、出てきた問

題点や課題につい

て班の意見をまと

め発表したりして

いる。 

 ・ワークシート 

・行動観察 

 

国際社会の中で果たす日本の役

割に気付かせる。 

国際化が進むことで生活を豊か

にしているものや、今後国際化

によって現れる商品について考

る。 

１ 

 ④国際化により私た

ちの生活が豊かに

なっていることを

考えている。 

 ③環境などの問題に

ついてもグローバ

ルに考えることの

必要性を理解して

いる。 

・ワークシート 

・行動観察 

・ペーパーテスト 

第３ 

産業構造の変化と生活

産業の発展 

 経済が発展することで産業構

造が高度化し、消費の中心が情報

やサービスに移っていることを

理解させる。 

サービス業就業者の割合が高い

ことを理解し、サービスに関連

する生活産業の発展について考

える。 

１ 

 ⑤サービス業に関連

している生活産業

が多く、今後どのよ

うな発展をするか

考えている。 

 ④現在の日本の産業

の特徴とサービス

業就業者の割合が

高いことを理解し

ている。 

・ワークシート   

・行動観察 

・ペーパーテスト 

生活産業は家事労働の外部化や

女性の社会進出とともに変化し

てきたことを理解させ、今後の変

化について考えさせる。 

生活産業と社会の変化の関わり

を理解する。 

社会の変化に伴い、生活産業に

対するニーズの変化を考える。 

1 

 ⑥社会の変化に伴う

生活産業に対する

ニーズの変化を考

えている。 

 ⑤生活産業と社会の

変化の関わりを理

解している。 

・ワークシート 

・行動観察 

・ペーパーテスト 

 

総 時 間 数 １０   

 



                                 

 

学指指導案 

科 目 名      生活産業基礎 
単 元 名      第２章 社会の変化と生活産業 

本時の主題 第２ 社会の変化とライフスタイルの変化 ３ 社会の変化とライフスタイルの変化 

指 導 観 

このクラスは、授業に対する態度は良好で全体的におとなしい生徒が多い。しかし、１年生というこ

ともあり、クラス内におけるコミュニケーションが低い生徒もみられる。今後社会に出て、生活産業の

現場で働くことを考えると、クラスメートと様々なことを話し合ったり、発表する機会をもち、コミュ

ニケーション能力の育成を図りたいと考えている。ここでは少子高齢化が進むことで多くの課題も出て

くるが、人々のニーズに応えようとする産業が活発化する現実を踏まえ、常に社会の変化と産業のつな

がりを意識した生活を送って欲しいと考えている。 

本時の目標 

近年の社会の変化と産業構造の変化を概観させ、経済の発展に伴って、生産や消費の中心が「もの」

から情報やサービスに移っていく経済のソフト化、サービス化について具体的な事例を通して理解させ

る。【思考・判断・表現】 

過程 指導内容 生徒の学習活動 評価について 教師の指導 

導 

入 

５ 

分 

本時の目

標確認 

 

 

 

 

 

 ・前時の学習内容について振

り返り、本時の目標確認をす

る。 

・グラフの読み取りをさせ、

分かることをまとめさせる。 

展 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

  

  

 

４０ 

分 

 

少子化と

ライフス

タイル 

 

 

 

○予想される生徒の反応 

・少子化傾向が続いていることをグラフから読み取

り実感する。 

・少子化の現状と今後の人口の推移についても理解

する。 

 

 

 

○予想される生徒の反応 

・人口が今後増えない。 

・経済に大きな影響をも散らす。 

・労働人口が減る。 

 

 

 

○予想される生徒の反応 

・寿命が延びて第二の人生が楽しめる。 

・介護が必要な人が増える。 

・時間がたくさんある。 

・元気なお年寄りもたくさんいる。 

 

 

 

 

○予想される生徒の反応 

・働く女性が増え、家事の代行や外食産業などが盛

んになる。 

・高齢者が増えることで、シルバー産業と言われる

高齢者を対しようとした産業が増える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○評価規準 

【思考・判断・表現】―② 

少子高齢化が進んでいる原因

を考慮しながら、人々が生活

産業に求めるものがどのよう

に変化したかを考え発表して

いる。 

＜評価方法＞ 

・ワークシート 

・発表内容・発表態度 

Ａの例 

・外食産業、惣菜産業 

・紙おむつ、ベビーフード 

・既製服、バリアフリー住宅 

・健康に関わるグッズ 

 

 

 

・グループでの話し合いでは

ＫＪ法を用いて活動が円滑

に行われるように指示をす

る。 

・あらかじめ司会と発表者を

決めておく。 

 

＜Ｂを実現するための指導＞ 

・発表内容について、グルー

プの仲間と確認するように

促す。 

＜Ｃへの手だて＞ 

・グループの仲間の意見をよ

く聞き、発表における自分の

役割を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発表については時間を決め、

適切にまとめて発表するよ

う指示をする。 

 話し合いの時間 １０分 

発表時間 各班１分    

ま 

と 

め 

５ 

分 

本時のま

とめ 

少子高齢化が進んでいることを理解し、それに伴い、

人々のニーズが変化してきていること、またニーズ

に応える産業の活性化についてまとめる。 

 

 人々のニーズに応えた生活産

業の発展について理解させ、

人々の生活を支え、心の豊か

さをもたらす生活産業の意義

を認識させる。 

次回の予告 

□工夫している点  

 

 

 

言語活動の充実を図るために、自分の考えを伝えあったり、他人の意見から自分の意見を発展させるようにグループ 

ワークや発表の機会を設定した。また、ＫＪ法を用いることでグループにおける話し合いを円滑に進め、グループ内の

考えを発言し、まとめて発表をするなどコミュニケーションにも配慮した。 

１ 戦後の経済の発展とライフスタイルの変化

について確認する。 

２ 合計特殊出生率の意味を知り、年々少子化

が進んでいることを理解する。 

５ ライフスタイルの変化による人々のニーズ

の変化と産業の活性化について考え、発表す

る。 

３ 少子化の問題点について、グループで話し

合う。 

４ 高齢化のライフスタイルについてグループ

で話し合う。 


